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埼
玉
県
警
察
本
部
（
以
下
、
埼
玉
県
警
）

と
埼
玉
県
二
輪
車
安
全
普
及
協
会
（
以
下
、

埼
玉
県
二
普
協
）
は
、
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象

に
し
た
体
験
型
実
技
講
習
会
「
グ
ッ
ド
ラ

イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
年
４
回
開
催

し
て
い
る
。
会
場
は
埼
玉
県
警
察
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）。
埼
玉
県

に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ

ー
・
防
犯
登
録
制
度
に
加
入
し
て
い
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
（
要
事
前
予
約
・
車

両
は
各
自
持
ち
込
み
）。
指
導
は
埼
玉
県
警

交
通
機
動
隊
の
技
能
指
導
官
や
二
輪
車
安

全
運
転
推
進
委
員
会
の
指
導
員
資
格
を
持

つ
指
導
員
が
担
当
し
て
い
る
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
９

月
23
日
、
今
年
３
回
目
と
な
る
「
グ
ッ
ド

ラ
イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、

70
名
の
ラ
イ
ダ
ー
が
参
加
し
た
。
こ
の
日

は
、
通
常
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
自
転

車
安
全
利
用
の
た
め
の
座
学
（
１
時
間
）

を
実
施
。
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
に
自
転
車
教

育
を
行
う
背
景
を
埼
玉
県
警
交
通
企
画
課

の
櫻
木
課
長
補
佐
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る
当

県
の
重
点
は
『
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
』
で
す
。
ラ
イ
ダ
ー
の
皆
さ
ん
に
自
転

車
の
ル
ー
ル
や
特
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

自
転
車
の
動
き
を
考
え
た
運
転
を
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に

集
ま
る
の
は
安
全
意
識
の
高
い
方
々
で
す
。

そ
う
し
た
皆
さ
ん
か
ら
家
族
や
友
人
に
自

転
車
の
安
全
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
も
ね
ら
い
で
す
」。

座
学
で
は
最
初
に
、
埼
玉
県
警
交
通
企

画
課
の
鈴
木
係
長
が
平
成
25
年
８
月
末
時

点
の
自
転
車
事
故
の
件
数
は
６
４
５
０
件

と
昨
年
同
期
比
較
で
６
・
３
％
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
自
転
車
利
用
者
の
死
者
数

は
30
人
と
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て

い
る
状
況
を
説
明
。
死
者
数
で
は
高
齢
者

が
56
・
７
％
を
占
め
、
事
故
類
型
別
に
み

る
と
半
数
以
上
が
交
差
点
で
の
出
会
い
頭

事
故
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、

二
輪
車
対
自
転
車
の
出
会
い
頭
事
故
の
事

例
を
紹
介
し
、「
自
転
車
は
一
時
停
止
を
無

視
し
て
交
差
点
内
に
入
っ
て
き
た
り
、
携

帯
電
話
を
使
用
し
て
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
の

接
近
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
と
衝
突
し
た
場
合
、
ラ
イ
ダ
ー
が

大
き
な
ケ
ガ
を
負
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
皆
さ
ん
も
自
転
車
の
動
静
に
は
十
分

に
気
を
つ
け
て
運
転
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
鈴
木
係
長
は
強
調
し
た
。

参加者を代表して2名のライダーがHonda自転車
シミュレーターを体験

シミュレーターの再生機能を使って代表者2名の運転を
振り返る

実技の前に、女性白バイ隊員が正しい運転姿勢をと
るためのポイントを指導

運転に自信のないライダーには時間をかけて丁寧
に指導

フロントブレーキだけ
をかけてロックした状
態を体験してもらう

この日のまとめとして行われたコーススラローム

実技では一人ひとりの運転に合わせてアドバイス

埼玉県警交通企画課の鈴木係長が二輪車対自転車の出会い頭
事故の事例などを紹介

教育
最前線

安全運転意識の高いグッドライダーを
育てる講習会連載 31

●埼玉県警察本部・埼玉県二輪車安全普及協会「グッドライダーミーティング」

続
い
て
、
二
輪
車
安
全
運
転
推

進
委
員
会
特
別
指
導
員
の
阿
部
英
典
さ
ん

が
ホ※
１

ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
以

下
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）
を
活
用
し
て
、

自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
指
導
を

行
う
。

参
加
者
を
代
表
し
て
２
名
の
ラ
イ
ダ
ー

が
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
。
他
の
参
加

者
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
代
表
者
の
運
転

の
状
況
を
確
認
す
る
。
体
験
が
終
わ
る
と
、

阿
部
さ
ん
が
事
故
を
起
こ
し
た
場
面
を
再

生
し
て
、
事
故
に
な
っ
た
原
因
を
考
え
て

も
ら
う
。
特
に
出
会
い
頭
事
故
に
遭
っ
た

場
面
で
は
、
自
転
車
と
相
手
の
車
両
の
両

方
の
視
点
か
ら
事
故
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス

を
振
り
返
る
機
能
を
活
用
し
、
自
転
車
が

見
落
と
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
示
し
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
の
他
、
自※
２

転
車

安
全
利
用
五
則
な
ど
自
転
車
が
守
る
べ
き

ル
ー
ル
を
解
説
。
最
後
に
「
お
子
さ
ん
や

友
人
な
ど
、
皆
さ
ん
の
周
り
で
自
転
車
を

利
用
す
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
、

学
ん
だ
こ
と
を
ぜ
ひ
家
庭
や
職
場
に
持
ち

帰
っ
て
、
多
く
の
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
」

と
阿
部
さ
ん
は
訴
え
た
。

グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実

技
は
「
ブ
レ
ー
キ
」「
バ
ラ
ン
ス
」「
コ
ー

ス
ス
ラ
ロ
ー
ム
」。「
ブ
レ
ー
キ
」
で
は
フ

ロ
ン
ト
ブ
レ
ー
キ
、
リ
ア
ブ
レ
ー
キ
の
特

性
を
体
験
し
た
り
、
40
〜
60
㎞
／
h
の
急

制
動
、「
バ
ラ
ン
ス
」
で
は
一
本
橋
や
波
状

路
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
８
の
字
走

行
な
ど
の
課
題
に
参
加
者
は
取
り
組
む
。

指
導
に
あ
た
っ
た
埼
玉
県
警
交
通
機
動
隊

の
倉
林
技
能
指
導
官
や
女
性
白
バ
イ
隊
員
、

二
輪
車
安
全
運
転
推
進
委
員
会
指
導
員
が

一
人
ひ
と
り
の
運
転
を
観
察
し
な
が
ら
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。
最
後
は
「
コ
ー
ス
ス
ラ

ロ
ー
ム
」。
コ
ー
ナ
ー
や
S
字
、
ク
ラ
ン
ク

を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
を
繰
り
返
し
走

行
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と

を
再
確
認
し
て
も
ら
う
。

埼
玉
県
の
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
運
転
に
自
信
の
な
い
参
加
者

は
自
己
申
告
す
る
こ
と
で
、
基
礎
的
な
段

階
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

埼
玉
県
二
普
協
の
福
島
小
善
治
専
務
理

事
は
「
埼
玉
県
で
は
、
運
転
に
自
信
の
な

い
方
の
ク
ラ
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
親
し
み
を
込
め
て
『
愛
の
小
部
屋
』

と
呼
ん
で
お
り
、
指
導
員
が
時
間
を
か
け

て
丁
寧
に
指
導
す
る
の
が
特
長
で
す
」
と

い
う
。「
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
は
初
心
者
も
い
れ
ば
ベ
テ
ラ
ン
の
ラ
イ

ダ
ー
も
参
加
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

『
上
手
く
な
り
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
に
応

え
た
い
と
考
え
、
運
転
に
自
信
の
な
い
方

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
」。

埼
玉
県
二
普
協
で
は
今
回
の
よ
う
な
自

転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い
て
の
座
学
な
ど
、

バ
イ
ク
の
運
転
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
も

安
全
意
識
の
向
上
に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
取
組
み
も
埼
玉
県
の
グ
ッ
ド
ラ
イ
ダ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ら
で
は
の
特
色
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

ラ
イ
ダ
ー
に
自
転
車

事
故
の
実
態
を
伝
え
る

運
転
に
自
信
の
な
い

ラ
イ
ダ
ー
に
は
丁
寧
に
指
導

※1  Honda自転車シミュレーター＝自転車の交通ルールとマナーをわかりやすく伝え、危険予測能力を高めることを目的に、Hondaが開発した体験型教育機器。詳細は下記ホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/

※2  自転車安全利用五則＝①自転車は車道が原則、歩道は例外　②車道は左側を通行　③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行　④安全ルールを守る　⑤子どもはヘルメットを着用

「2013トラフィック・セーフティ・フォーラム in 埼玉」開催
●主催：交通教育センターレインボー埼玉、交通教育センターレインボー和光

テーマ：『安全に強い職場作りと人材の育成』

日時：平成25年11月8日（金）午後1時00分～午後4時30分

会場：埼玉会館小ホール（埼玉県さいたま市高砂3-1-4 ／JR浦和駅西口下

車　徒歩約6分）

定員：400名（予約制）

申込：下記ホームページより参加申込書を印刷の上、FAXによりお申込

みください。

http://www.tec-r.com/forum/2013_apli.pdf

締切：平成25年10月25日（金）

（定員になり次第締め切り）

内容：企業内における交通事故防止活動の好事例を発表

本田技研工業（株）安全衛生管理センター所長・水田裕史氏

三菱電機ビルテクノサービス（株）

関越支社安全衛生課長・小川正寿氏

東日本電信電話（株）千葉支店通信レスキュー隊隊長・林暁彦氏

●お問い合わせ先

交通教育センターレインボー埼玉フォーラム事務局　※月曜定休

TEL：049-297-4111 FAX：049-297-6273

参加受付中！
参加費無料

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

活
用
し
て
自
転
車
の

立
場
を
知
っ
て
も
ら
う


